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1. 次の計算をしなさい。(3× 4 = 12点 )

（1）9− 6÷
(
− 1

3

)
= 9− 6× (−3)

= 9 + 18

27

（2）
3a− b

4
− 2a− b

3

=
3(3a− b)− 4(2a− b)

12

=
9a− 3b− 8a+ 4b

12

a+ b

12

（3）3xy2 ÷ (−9xy)× 6x

= −3xy2 × 1

9xy
× 6x

−2xy

（4）− 21√
7

+
√

28

= −3
√

7 + 2
√

7

−
√

7

2. 次の問いに答えなさい。(4× 2 = 8点 )

（1）次の 1次方程式を解きなさい。

2x− x− 1

3
= 7

6x− (x− 1) = 21

5x= 20

x = 4

（2）次の 2次方程式を解きなさい。
4x2 − 10x= 2

4x2 − 10x− 2 = 0

2x2 − 5x− 1 = 0

x =
−(−5)±

√
(−5)2 − 4× 2× (−1)

2× 2

x =
5±

√
33

4

（3）下の図のような円 Oと円周上の 2点を結ぶ弦 PQが

ある。短い

(

PQ の側を弦 PQ で折り返したときにで

きる

(

PQをコンパスで書きなさい。ただし，作図に用

いた線は消さないこと。(4点 )

O

P

Q

3. 下の図 A のように，9 個の○がある。この○の中に 1 か

ら 9までの整数を 1個ずつ入れ，縦，横，斜めの直線上で

結ばれた 3つの○の中の数の和が等しくなるようにすると

き，以下の問いに答えなさい。(3× 2 = 6点 )
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（1）図 B のように 5 つの整数を入れたとき，残り 4 つの

整数の入れ方を完成しなさい。(図に記入しなさい。)

（2）真ん中の○の中の数を xとし，縦，横，斜めの各線で

直線状に結ばれた 3つの○の中の数の和を y とする。

このとき，xに当てはまる数としていくつか考えられ

るが，そのいずれの xについても yとの間で成り立つ

関係式を求めなさい。

1 + 2 + 3 + · · ·+ 7 + 8 + 9 = 45より

4y − 3x = 45



4. 図 1のように，底面が DE = DF = 4㎝の直角二等辺三角

形で，深さが 8㎝の三角柱の容器が水平な平面上にある。

このとき，次の問いに答えなさい。(3× 4 = 12点 )
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（1）この容器の側面積を求めなさい。

1 : 1 :
√

2 より EF = 4
√

2

8× (4 + 4 + 4
√

2 )

64 + 32
√

2 ㎠

（2）この容器に水を満たし，図 2のように辺 EFを軸とし

て，静かに傾けて水をこぼしていき，水面 BCHが正

三角形になるようにした。このとき次の①から③に答

えなさい。

① AHの長さを求めなさい。

△ACHは AC = 4㎝ , CH = 4
√

2 ㎝の直角三角形

より

AH2 + 42 = (4
√

2 )2

4 ㎝

② 水面 BCHの面積を求めなさい。

一辺が 4
√

2 ㎝の正三角形より高さは 2
√

6 ㎝

4
√

2 × 2
√

6 × 1

2

8
√

3 ㎠

③ こぼれた水の量は何㎤ですか。
1

3
× 4× 4× 1

2
× 4

32

3
㎤

5. 図 1 は 1 辺が 4 ㎝の立方体です。図 2 は図 1 の立方体の

頂点からそれぞれ辺を 2㎝ずつ延長した図です。そして図

3は図 2の各頂点を結んで作った立体です。この立体の体

積を求めなさい。(4点 )
図 3図 2図 1

立方体…4× 4× 4 = 64

直方体…4× 4× 2× 6 = 192

三角柱…2× 2× 1

2
× 4× 12 = 96

三角錐…2× 2× 1

2
× 2× 1

3
× 8 =

32

3

64 + 192 + 96 +
32

3
=

1088

3

1088

3
㎤

6. 下の図は線分 AB を直径とする半円であり，点 O はその

中心である。点 Cは

(

AB上にあり，点 Dは線分 AB上に

ある。また点 Eは

(

BC上にあって，CE⊥CDである。ま

た点 F は線分 CD と線分 AE との交点である。このとき

△ADC∽△FDAを証明しなさい。(4点 )
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△ADCと△FDAにおいて

∠Dは共通 · · · ①
直径 ABより ∠ACB= 90◦(円周角の性質) · · · ②

よって ∠ACD= 90◦ − ∠DCB · · · ③
仮定 CE⊥ CDより ∠BCE = 90◦ − ∠DCB · · · ④(

BEより ∠BCE = ∠BAE(円周角の性質)· · · ⑤
③～⑤ より ∠ACD= ∠FAD · · · ⑥
①，⑥ より△ADC ∽ △FDA(2角)


